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近年の急激な社会環境の変化は、寺院経営にも

大きな影響をもたらしています。宗教離れ、檀

家の減少、後継者問題等、将来に向けた課題は

山積みです。このような中、個々の寺院が目前

の課題に個別に対処していくことは非常に難し

く、臨済宗黄檗宗の全寺院が継承、発展してい

くためには、20 年後、50 年後という将来を見
据えた宗門全体の組織的な取組みが不可欠であ

ると思われます。

臨済宗黄檗宗のいくつかの宗派では、過去に独

自の運営による「共済会」が破綻したという経

験もあり、相互扶助の組織づくりには必要性を

感じながらも、慎重な意見も聞かれます。ま

た、運用形態や参加寺院数の問題など、単一の

宗派だけでの組織づくりに対する限界も指摘さ

れています。

臨済宗黄檗宗連合各派合議所では、全 15 本山の
総長のご推奨のもと、各寺院の相互扶助を目的

とする「臨黄互助会」を運営しています。

「臨黄互助会」は、臨済宗黄檗宗全 15 宗派の宗
門全体で組織化することにより、スケールメリ

ットを最大限に活かすとともに、破綻リスクの

ないしくみでの運営を目指した相互扶助組織で

す。寺を護る、檀家を護る、寺族を護る、その

ために役立つ臨黄互助会にし ていきたいと考え
ています。

このパンフレットは、臨黄互助会の事業内容に

ついて詳しく説明したものです。ご一読の上、

設立の主旨にご賛同いただき、ご活用いただき

ますようお願い申し上げます。

臨黄互助会とは？

『臨黄互助会』は、臨済宗・黄檗宗の宗門全体

の団結と活性化を目指し、相互扶助の精神に基

づいて設立されました。

円滑な寺院運営をサポートすることを目的と

し、

「福利厚生事業」「健康関連事業」「寺院運営

支援事業」等を推進しています。

これらは、お互いの掛金でお互いを助け合う相

互扶助事業です。たくさんの皆さまに参加して

いただくことによって事業の可能性が広がり、

より大きなメリットを会員の皆さまに還元する

ことが可能になります。

『臨黄互助会』の設立趣旨

臨済宗・黄檗宗の宗門全体の団結と活性化を目
指します。

臨済宗・黄檗宗の宗門全体の将来を見据え、宗
派や地域の壁を越えた相互扶助活動に取り組ん

でまいります。

全国の末寺で発生するさまざまな課題に組織的
に対応し、円滑な寺院運営の支援を行います。

なお、個々の宗派単体では、このような相互扶

助組織の運営が難しい派も多いため、全 15 本山
の承認を得た上で臨黄合議所が全派を取りまと

めて運営しています。
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会員様向け事業の紹介

会員が結婚、出産をされたとき、晋山式をされ

たときにお祝い金をお支払いします。

法律や税務に関する相談

寺院周辺でのトラブルや家庭内の問題についての

ご相談、日常の寺院会計や確定申告についてのご

相談を承ります。
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お祝い金

結婚　　　1万円
出産　　　1万円
晋山式　　1万円

弔慰見舞金

会員が病気やケガで入院されたとき、亡くなら

れたときに見舞金、弔慰金をお支払いします。

また、会員の所属しておられる寺院の建物が災

害等で被害を受けたときに被害の程度に応じて

災害見舞金をお支払いします。

1 泊 2 日以上の入院 5 万円
入院が長引いて 6 泊以上に及んだ場合 上記に
プラスして 5 万円
※ 1 入院につき最大 10 万円

入院見舞金

死亡弔慰金

30～40 歳の方 70 万円
50～65 歳の方 20 万円

災害見舞金

一部損 10 万円
半損 25 万円
全損 50 万円

寺院運営の支援

生命保険・損害保険

互助会の弔慰見舞金だけでは不安、あるいは不

足するという場合には、民間保険会社の商品を

ご紹介します。

火災保険・自動車保険に関しては、臨済宗・黄

檗宗寺院集団扱のプラン（通常より5%割引が適
用）をご利用いただけます。

詳しくは　p. 7 をご参照ください。

法律や税務に関する相談

寺院の遊休土地の活用や、その他の金融資産など

の運用についてのご相談を承ります。

防犯対策

寺院の境内や本堂・庫裏などの建物の防犯対策を

検討される際、互助会と提携している会社のシス

テムを会員価格で導入することができます。
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庫裏が全焼。

住職・職員合わせて8名が互助会に入会されていたため、建物全損の場合
を適用し、１人あたり50万円、合計400万円の見舞金が支払われまし
た。

災害見舞金（火災）のお支払い　400万円01

住職ご本人が不整脈による入院をされた際に、入院見舞金5万円が支払わ
れました。

ご住職の入院に対する見舞金のお支払い

先ごろ、軽い不整脈のため2日間入院しました。臨黄互助会に加入してい
たため、弔慰見舞金制度が適用され5万円の給付金を受け取ることができ
ました。思わぬ一時金でありがたかったです。　　（永源寺派　住職）

ご住職の声

02

寺庭婦人が出産時に帝王切開を受けられたため、入院見舞金5万円が支払
われました。

寺庭婦人の入院に対する見舞金のお支払い

先日、寺庭が帝王切開を受けて出産しました。互助会に加入する際に、私

だけでなく寺庭も加入していたのを思い出して問い合わせたところ、見舞

金制度で5万円の給付金を受けることがわかり請求させていただきまし
た。　　　　　（妙心寺派　住職）
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ご住職の声

寺院の防犯対策のため防犯設備の設置を検討されており、臨黄互助会が提

携するセキュリティ会社のサービスを紹介しました。

寺院の防犯設備の設置

セキュリティシステムの設置を検討している際に、互助会で会社を紹介さ

れていることを知り、利用させていただきました。通常より割安の提携価

格でお願いすることができ、無事防犯システムを導入することができまし

た。　（妙心寺派　住職）
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ご住職の声
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・臨済宗・黄檗宗寺院の住職、副住職、先住職、寺庭婦人、

学徒、その他寺族および職員の皆さま

 ・ご入会いただける年齢は 15 歳以上の方に限ります。年齢
の上限はありません。

入会資格01

・正会員　　　　　　　　　　　一人につき　月額　3,000円
・一般会員（2人目以降の方）　 一人につき　月額　2,500円

会費02

・添付の「入会申込書」にご記入の上、事務局宛お送りくだ

さい。内容確認の後、会員登録のための書類一式をお届けし

ます。

・初月分の月会費をお振込みください。2 ヶ月目以降は金融
機関口座からの自動引落しとなります。

※ 事務局担当者がおうかがいして入会手続きをさせていただ
く場合には、初月分の月会費をその場でお預かりします。

・正式な会員登録には、入会申込書および弔慰見舞金制度利

用のための保険登録手続、2 ヶ月目以降の会費をお支払いい
ただく金融機関振替口座の手続が必要となります。

申込み方法

臨黄互助会事務局

　　TEL 075-811-5256
　　FAX 075-811-1432

〒604-8456 京都市中京区西ノ京壺ノ内町 8-1
　　　　　　　　花園大学 禅文化研究所内 臨黄合議所

お問合せ先
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臨済宗黄檗宗連合各派合議所
臨黄互助会　事務局

〒604-8456　京都市中京区西ノ京壺ノ内町8-1　　　　
花園大学内　臨黄合議所

TEL　075-811-5256
FAX　075-811-1432


